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。
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添付資料

リタンダントトランシーバー動作確認について

1．リタンダントトランシーバー（Ca bl eTr on製FOT－DF24）の特性につい

て

FOT－DF24は、1つのAUIポートと2つの光コネクターポート（ST）により構成

されています。

2つの光コネクターポートの内、1と書かれている方は、プライマリーポート。2と書か

れている方がセカンダリーポートとなっています。

FOT－DF24は、コネクションが張れているかどうかをパケットを受けるか否かで判

定しています。

各光コネクタポートには、LNKとACTの二つのLEDランプが付いています。

LNKは、電気的につながっていればランプがつきます。

ACTは、リタンダントの状態を示すランプです。ACTランプには、点灯，点滅，の2つ

の状態があります。

点灯は、現状FOT－DF24がどちらのポートで通信しているかを示します。リタンダ

ントトランシーバーの特性上、1と2の両方のポートで通信することはないので、1と2

のACTランプが両方点灯することは、ありません。両方からパケットを受け取っている

時は、プライマリーポートが優先され1のACTランプが点灯することになります。また

2のACTランプが点灯している状態（セカンダリーポートで通信している状態）で、プ

ライマリーポートからパケットを受け取ると、直ちにACTランプの点灯は、2から1に

切り替わり、プライマリー通信に自動復旧します。

点滅は、待機状態を示しています。この状態は、通信がもともとないか、ACTランプの

点灯状態からパケットを受け取らなくなってからの時間がタイムアウトした時になります。

タイムアウトの時間は、横に付いているディップスイッチにより変更できます。MAXは

10秒、MINは2秒間であることを示します。

FOT－DF24は、この他に片方の光コネクターのみリンクしている場合は、リンクし

ている方のACTランプがパケットの流れに関係なく点灯し、リンクしている方のみを固

定的に使う機能も備えています。

以上のことからFOT－DF24で正常にリタンダントが作動しなくなる時は次の1点の

みです。

○プライマリーの光コネクターのTXのみが切断され、且つアップリンク側からまったく

パケットが流れてこなかった場合。

しかし実際環境では、その様な状況はほとんど有り得ないので、この製品に関しては、問

題なく正常稼動する製品だと言えると思います。

以上


